
【体育保健課】

１ （柱０１）一人一人に応じた最適な学びを提供する

成長の基盤となる資質・能力の育成（健やかな体の育成）

  ＜学校体育・スポーツの推進＞

体育授業の充実と児童生徒の体力向上（６，２５８千円）

  様々な研修会を開催し教員の指導力向上を図るとともに、希望する小・中学校へ、課題が
みられる運動領域や武道・ダンスの授業へ専門的知識を有する競技団体等の指導者を派遣し、
体育授業の充実を図る。
  体力向上支援委員会を設置し、本県の児童生徒の実態に応じた体力向上の取組や重点項目
を設定し、各学校の計画的かつ効果的な体力向上の推進を図る。

（１） 学校体育実技（武道・ダンス）講習会

（２） 指導力向上セミナー（大学講師招へい）

（３） 体育学習サポーター派遣事業

（４） 体力向上支援委員会の設置

（５） 各学校における「体力向上アクションプラン」の作成と取組

学校・地域と連携した子ども達の健やかな体づくり（５，６３８千円） 【新規】

子どもたちの発達段階等に応じて、学校と地域、学校と家庭、競技団体・プロスポー

ツとの連携等、多様な地域人材を活用した事業を展開し、子どもたちの「健やかな体」

や「豊かなスポーツライフを継続する資質・能力」の育成を図る。

（１）プロスポーツ選手を招へいしたスポーツ体験会の開催

（２）地域の専門家による体育授業の実施

（３）親子で体を動かす「保護者・地域体力向上実践セミナー」の開催

（４）小学校内における遊べる空間創出「学校をプレイパークに」の推進

（５）地域で活躍する指導者の育成

   運動部活動の活性化（２７，０９６千円）

県立中学校・高等学校へ運動部活動指導員を配置するとともに、市町が中学校への

配置に要る経費を補助することで、部活動の充実と教員の超過勤務の是正、負担軽減を

図る。また、運動部活動指導者研修会を開催し、顧問・部活動指導員・外部指導者等の

資質向上を図る。

（１）運動部活動指導員の配置

（２）運動部活動指導者研修会の開催

学校体育団体補助事業 （４６，９０４千円）

（１）県高等学校体育連盟への助成 （２７，８９８千円）

① 県高等学校総合体育大会開催費
② 九州大会開催費
③ 九州・全国大会派遣費
④ 離島選手派遣費（県高校総体・県新人大会）

（２）県中学校体育連盟への助成 （１９，００６千円）

① 県中学校総合体育大会開催費  
② 九州大会開催費
③ 九州・全国大会派遣費
④ 離島選手派遣費（県中総体）
⑤ 令和７年度全国中学校体育大会開催費
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【体育保健課】

＜健康教育の推進＞

教職員の資質の向上 （４，０３４千円）

    子どもたちの多様化・深刻化する現代的な健康課題の解決を図るため、教職員等を対
象に学校・家庭・地域社会が連携して取り組んでいくための実践方法や最新の正しい専

門的知識等の習得に向けた研修を実施する。

＜主な研修会＞

・学校における健康教育スキルアップ講座

（性に関する指導、アレルギー疾患対応、がん教育等）

・新規採用養護教諭研修

・栄養教諭経年研修

・中堅教諭等資質向上研修（養護教諭・学校給食栄養管理者）

・小、中、高、特別支援学校保健主事研修会

・学校給食（食に関する指導・衛生管理）研修会

・県立学校給食栄養管理者・調理員等研修会

＜各種大会＞

・九州地区健康教育研究大会

・県健康教育研究協議大会

   ・県養護教諭研究協議大会

組織的・計画的な健康教育の実践

保健教育、保健管理に組織的に取り組むために、各学校における学校保健計画の策定や

学校保健委員会の活動の活性化を図る。

児童生徒の健康管理 （５５，８９７千円）

児童生徒の健康診断の適正な実施と診断結果に基づく疾病の予防処置、治療の指示、運

動及び作業の軽減など事後措置の徹底を図る。

薬物乱用防止教室推進事業 (４２千円)

薬物乱用防止教室で講師となる薬剤師など専門家の資質を向上させるための研修会等

を実施し、薬物乱用防止教育の充実を図る。

がん教育推進事業 (６１４千円)

    児童生徒が、がんについて正しく理解し、適切な態度や行動をとれるように、医療機
関等と連携しながら、地域・学校の実情に応じた専門医等の学校派遣や、教員や外部講師

等がん教育の指導者に対する研修会を開催し、がん教育の充実を図る。

歯・口の健康づくりの推進

生涯にわたる健康の保持増進に必要な知識・技能・生活習慣を身に付けさせるために、

健康教育に有効な歯・口の健康づくりを推進する。特に、地域全体の子どもたちへの平

等なむし歯予防対策として、フッ化物洗口の推進に取り組む。

専門医等派遣事業 （１，０２２千円）

生徒が、命の大切さや自らの家庭生活について考え、よりよい行動を実践しようとす

る心を育むために、各学校に専門医等を派遣し、性に関する指導や各学校における課題

解決の充実を図る。
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【体育保健課】

＜学校給食の普及充実＞

学校給食を中心とした食育の推進

「生きた教材」としての学校給食の充実

（１）児童生徒の健康の保持増進を図り、望ましい食習慣を養う基本としての食事内容

の充実を図る。

（２）給食時間のほか、関連する教科等において、学校給食を教材として積極的に活用

した食に関する指導の充実を図る。

（３）指導資料集の活用

県教育委員会発行の「学校給食の手引き」・「長崎県の郷土料理と地場産物を使

った学校給食」を活用し、学校教育活動全体を通した食育の推進を図る。

（４）保護者、地域の方々、生産者等を招いた給食試食会や、ふれあい給食などの実施の促

進を図る。

   衛生管理等の充実

安全・安心な学校給食づくりの推進

・学校給食における食中毒や食物アレルギー等の事故を未然に防止するために、教職員
の意識向上、体制づくり等に努める。

学校給食の実施 (２３９，６５６千円)

  県立学校における学校給食の円滑な運営を図る。
        ・特 別 支 援 学 校  １５校（本校１３、分教室２）
        ・高等学校夜間定時制   ８校

    ・中 学 校  ３校

学校給食における地場産物活用の推進

県内産物の使用割合について数値目標を設定し、地場産物の使用促進を図り、食に関する

指導へ活用していく。                               

また、学校給食における「地場産物使用推進週間」を設定し、「県内まるごと長崎県給食」

などの県内一斉の取組を行うことにより、学校給食への地場産物の活用について広く関係

者へ周知を図るとともに、県民の理解や関心を高める。
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【体育保健課】

２ （柱０４）人生や地域に潤いと活力をもたらす、文化芸術・スポーツ活動を推進する

子どものスポーツ機会の充実と地域に活力を与えるスポーツの振興

部活動地域移行の推進 （４４，４７７千円）

（１）地域移行の体制構築

中学校における休日の部活動の段階的な地域移行に向け、本県生徒にとって望まし
い地域スポーツ活動の体制構築を目指し、地域の実情に応じた円滑な地域移行を推進
していくための協議会運営をはじめ、保護者説明会や地域人材の確保等などの地域ス
ポーツ活動の体制構築へ向けた市町の取組に対し支援を行う。

（２）地域移行実証事業

地域移行のモデル地区を指定し、学校や地域団体、関係団体等との連携による実施
主体及び運営団体等の体制構築や指導者の確保、経済的困窮な世帯への支援など、地
域の実情に応じた地域移行の実践に取り組み、その成果と課題を広く発信し、県下の
部活動の地域移行を推進する。

競技力向上対策事業 （１４３，６８７千円）

本県を代表する選手が国際大会や全国大会で活躍することは、県民に感動と活力を与え

るとともに、スポーツ意欲を高めるうえで重要である。そのため「長崎県競技力向上対策

本部」を中心に県スポーツ協会、各競技団体、学校体育団体等と連携し競技力の向上を図

る。

（１）世界の舞台へ羽ばたく選手の育成（一部再掲）

  オリンピックや世界選手権など、世界での活躍が将来期待できるジュニア（小学
生高学年・中学生・高校生）選手の発掘・育成・強化事業を実施する。特に、高等

学校運動部活動の強化校指定等により重点的な強化を図る。    

（２）国民スポーツ大会強化事業

競技団体や成年種別の母体チームとなる県内の企業チーム・社会人・大学クラブ

等が実施する強化合宿・県外遠征等に対し助成を行う。また、国民スポーツ大会入

賞実績が高く、継続的に本県が強みを持つ競技を特別重点強化競技として強化を行

う。                    

（３）指導者育成事業

         競技団体の中核的指導者の資質向上を図るため、全国強豪県の競技団体・実業団・
大学等や各種研修会等へ派遣を行う。また、県内講習会や研修会における全国トップ
クラスの指導者招へいや若手指導者の国民スポーツ大会派遣によって、実施競技団体
の一貫指導システムを充実させ、選手のさらなる競技力向上を図る。
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【体育保健課】

競技力向上特別対策重点強化事業 （２９，７６２千円）

２０２８年ロサンゼルスオリンピックへ向けて、「長崎から世界へ」羽ばたく県内選手

を強化・育成するため、各カテゴリーの日本代表選手（ナショナルメンバー、ジュニア、

ユースなど）の強化支援を行う。オリンピアン等の招へいによる選手・指導者育成を一層

充実させることにより、国民スポーツ大会における総合成績の躍進及び優秀選手の裾野の

拡大を図る。

未来ながさきスポーツプロジェクト推進事業 （１９，２３８千円）

   アスリートを支援するためのアスリートサポートセンターを設置し、アスリートと県内
企業の就職マッチングを支援することで、優秀成年選手の継続的な確保と県内定着を図

り、本県競技スポーツの発展を推進する。

国民スポーツ大会費 （２２６，３４５千円）

国民スポーツ大会への選手等派遣及び大会運営本部への支援を行う。

第７８回国民スポーツ大会佐賀大会 優勝

（ボウリング競技 成年男子４人チーム戦）

第７８回国民スポーツ大会佐賀大会 優勝

（銃剣道競技 成年男子）
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